
昭
和
二
十
九
年
五
月、

絶
江
坂
の
中
匠
ど
現
南
麻
布
三
丁
目
―

0
番
に
、

昭
和
五
十
九
年
四
月
現
在
港
区
内
の
私
立
保
育
園
と
し
て
は
、

し
た
。

月
匠
「

若
松
保
育
園
」
、

私
立

保
育

園
の

あ

ゆ

み

私
立
保
育
園
は
、

戦
後、

ぎ
て
い
る
。

公
立
保
育
園
が
数
か
所
し
か
な
い

時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
保
育
行
政
の
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

ま
た
、

各
保
育
園
の

設
立
趣
旨
な
ど，
に
よ
り
、

保
育
爬
欠
け
る
乳
幼
児
の
健
全
育
成
と
共
通
の
目
的
を
持
ち
な
が
ら
も、

独

自
の
保
育
を
展
開
し
て
ぎ
て
い
る
。

そ
の
社
立
保
育
菌
の
歩
み
は
、

園
」

と
は
異
な
る
）

私
立
「

若
松
保
育
園
」

が

新

設
さ

れ

た
。

創
設
者
は
若
松

「

み
な
と
保
育
園
」

が
新
設
さ
れ
た
。

「
み
な

昭
和
二
十
五
年
に
「

土
筆
保
育
園
」
「

青
山
保
育
園
」
「
み
な
と
保
育
園
」

の
三
圏
が
あ
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
入
所
児
童
数
は
、

ま
た
、

そ
の
当
時
、

詳
細
は
定
か
で

は
な
い
が
「

浜
松
町
保
育
園
」

が
あ
っ

た
。

公
立
保
育
園
の
増
設
が
ま
だ
進
ま
な
い
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
前
半
匠
か
け
て
、

保
育
需
要
に
応
え
る
ぺ

く
二
十
九
年
五

三
十
一

年
七
月
匠
「

心
光
保
育
園
」
、

三
十
二
年
十
一

月
匹
「

愛
星
保
育
園
」

と
次
々

と
私
立
保
育
園
が
誕
生

就
労
姉
人
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、

保
育
需
要
が
多
様
化
し
て
く
る
昭
和
四
十
四
年
二
月、

認
可
保
育
所
と
し
て
初
め
て
産
休
明
け
保
育
を

す
る
「

み
つ

ば
ち
保
育
園
」

が
誕
生
し
た
。

そ
の

後、

若
松
保
育
園

が
二
九
名、

「

青
山
保
育
園
」

が
四
六
名
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
四
月
、

「

土
筆
保
育
圏
」

が
三
八
名、
「
み
な
と
保
育
圏
」

（
後
述
の
「
み
な
と
保
育

「

若
松
保
育
国
」
「

愛
星
保
育
園
」
「
み
つ
ば
ち
保
育
園
」
、

と
保
育
園
」
の
四
園
が
、

保
育
忙
欠
け
る
乳
幼
児
の
健
全
育
成
の
た
め
保
育
圏
の
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
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